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論文審査の結果の要旨 
 
人間の安全保障のプログラム（United Nations Trust Fund for Human Security 
Programme、以下、UNTFHSプログラム）は、人間を中心においたプログラムである。本論
文の目的は、①人間の安全保障のプログラムは従来の開発援助のプログラムとどのように異な
るのか、②プログラムが、人間の安全保障のプログラムであることとは、どういった要素が重
要なのか、③人間の安全保障のプログラムとは、開発援助においてどのような可能性をもたら
すことができるのか、を考察することである。 
 先行研究では、人間の安全保障に「保護」だけでなく「エンパワーメント」の戦略を取り
入れることによって、現地の人々の主体性や現地の文化を含む解釈ができる余地を生み出せ
ることを明らかにした。 
 フィールドとなるニカラグア北部高地のUNTFHSプログラムの事例では、女性のリーダー
シップと組織化が見られた。ニカラグア内戦時、宗教観が人々のメンタリティーや意識に大
きな影響をおよぼしたため、政治意識とジェンダー意識だけでなく宗教観という分析枠組み
からもコミュニティー住民の動機やコミュニケーションを分析した。時系列の分析から、村
の女性たちは、政治意識が異なることがあっても、同じ時間・場所・文化を共有し、そこか
ら生み出されたジェンダー・アイデンティティーの中にお互いが共有できる要素を持ち合わ
せていたことを指摘した。 
従来のプログラムとは、予算がすでに準備され、プログラム形成は支援する側の調整を元
に決定されたので、プログラム形成に支援する側と裨益を受ける側のコミュニケーションプ
ロセスは存在しなかった。UNTFHSプログラムは、予算に縛りを持つことで、プログラム形
成にプロセスをもたらし、開発プログラムと差異化し、現地に根ざした方法論を用いること
でプログラム形成過程に良好なコミュニケーションをもたらした。プログラムが、人間の安
全保障になることとは、介入する側の方法論とそれを生み出す仕組みを帰納法的に考えるこ
とが重要であった。開発援助における国家的視点からの試みから、現地的視点の試みに少し
だけシフトすることで、開発援助に「人間」が入り込む余地が生まれたのである。 
本論文の意義は、支援する専門家、厳格な役割分担、会計年度という時間効率といった従
来の開発援助がもつ近代的性質の形を変容させることにより、時間的にも空間的にも開発援
助のなかに人間が入り込む余地を生み出す人間の安全保障プログラムの方法論をニカラグア
のへき地におけるフィールド研究から照射したことにある。本論文の成果は開発学の貴重な
実践分析研究として、人間の安全保障の学問的進歩に大いに貢献した。 
 
 
 
